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1 .　は　じ　め　に
















　授業に対する社会記号論的な研究は，ハリデー（Halliday, M. A. K.）の選択体系機能文法1）の
影響によって活性化してものと言われる2）。ハリデーは言語を社会的記号ととらえる社会記号論
の立場をとり，人が他者との言語的応答を行う際に，コンテクストに応じて言語を選択してテク
1）Halliday, M. A. K., An introduction to functional grammar,  Arnold, 1985.
2） Cf., Cope, B., “Genre as Social Process”, In Cope, B., Kalantzis, M. （Ed.）, The Power of Literacy: A Genre 
Approach to Teaching Writing, University of Pittsburgh Press, 1993, pp. 231−237. 
　ハリデー以前にも言語学者が授業へ言語学的にアプローチした例はある。たとえばヒース（Heath, 
S. B.）は民俗学的な関心から，教室における質的言語研究の典型として，キャズデン，ハイムズら

















の 1970 年代の研究『教室における言語の機能』（Cazden, C., John, V., Hymes, D.,（1972）Function of 
language in the Classroom, Teachers College Press.）を挙げている（Cf., Heath, S. B. （2000） Linguistics 
in the Study of Language in education, Harvard Educational Review, vol. 70, no. 1, pp. 49−59.）。 し か し，
教室における言語使用に社会言語学者たちの注意が払われるようになったのは，ハリデーの機能言語




（Candlin, N. （2001）Foreword, In Kress, G., Jewitt, C., Ogborn, J., Tsatsarelis, C., Multimodal Teaching 
and Learning: The Rhetoric of the Science Classroom. Continuum. Continuum, p. ⅸ.）。
3） ハリデーの選択体系機能文法については，邦訳もされている『機能文法のすすめ』がわかりやすい
（M. A. K. ハリデー著，筧壽雄訳（1991）『機能文法のすすめ』大修館書店。Halliday, M. A. K., Hassan, 
R. （1985） Language, context, and text: aspect of language in a social-semiotic perspective, Deakin University 
Press.）。この著書は，1978年に上智大学で行われた講義内容に改訂を施し，Deakin 大学の教科書とし
て出版されたものである。機能文法の概略については，同書5−8頁および 16−23頁等参照。




動をその全体性において考えることを可能にした」と評価している（（Candlin, N. （2001）Foreword, 
In Kress, G., Jewitt,C., Ogborn, J., Tsatsarelis, C., Multimodal Teaching and Learning: The Rhetoric of the 
Science Classroom. Continuum. Continuum, p. ix−x.)。
5） クレスは，授業における多様なモードに，1980年代初等から注目しており，作文の授業においても
絵（picture）が重要な役割を担うという点に言及している（Cf., Kress, G. （1982）Learning to write. 
Routledge, p. 11.）。1990年代後半には，機能文法を視覚イメージにも援用する著作を著している 
（Kress, G., Leewen, T. （1996）Reading Imeges: The Grammar of Visual Design, Routledge.）。2000年前
後からは，授業のマルチモード性に着目した授業分析の研究を発表している（Cf., Kress, G. （2000）
Multimodality: Challenges To Thinking About Language. TESOL Quarterly, Vol. 34, No. 2, pp. 337−340.）。
「マルチモード・アプローチ」という名称で授業分析の方法論を提案したのは，2001 年の著書が最初 
である（Kress, G., Jewitt, C., Ogborn, J., Tsatsarelis, C. （2001）Multimodal Teaching and Learning: The Rhetoric 
of the Science Classroom, Continuum.）。わが国では，このクレスの先進性について，ハリデー研究者で





































の授業研究――Lesson Study in Japan――授業研究の歴史と教師教育＜上巻＞』学文社，2009年，99頁）。
9） Cf., Kress, G. Multimodality: A social semiotic approach to contemporary communication. Routledge, 2009, 
pp. 1−4.
10）Cf., op. cit, p. 5.
11） クレスの共同研究者であるオグボーン（Ogborn, J.）が提出した概念。例えば理科で細胞の構造につ
いて議論しているときには，単に楕円を描いただけでも，それが細胞を表す記号であると認識される。
つまり，認識論的な合意の範囲内で記号活動が行われているということを示す（Cf., Kress, G. et al. 
(2001)op. cit., pp. 65−67.）。
12）Cf., Kress(2009)op. cit, pp. 21−22.
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